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Hokkaido Bureau of Economy, Trade and Industry 広報

＜担当：総合エネルギー広報室＞ 

資源のない日本、将来のエネルギーの姿に関する講演会    
    ～エネルギーのベストミックスの実現に向けて～ 

○開催概要（稚内市）                                                                  
 【日 時】 平成28年10月11日（火）13:00～15:00（開場12:30） 
 【場 所】 稚内サンホテル 2階 峻嶺（稚内市中央3丁目7番16号） 
 【定 員】 50人（参加無料） 
 ＜プログラム＞ 
 ◆３Ｅ＋Ｓの実現に向けたエネルギーミックス 浦田秀行(経済産業省北海道経済産業局) 
 ◆資源・エネルギーと地域振興  
  吉田  肇 氏 （宇都宮共和大学 シティライフ学部 教授）  
○開催概要（倶知安町）                                                        
 【日 時】 平成28年10月13日（木）13:00～14:45（開場12:30） 
 【場 所】 ホテル第一会舘 3階 メモリアルホール（倶知安町南3条西2丁目13番地） 
 【定 員】 50人（参加無料） 
 ＜プログラム＞ 
 ◆３Ｅ＋Ｓの実現に向けたエネルギーミックス 佐々木雅人(経済産業省資源エネルギー庁) 
 ◆暮らしとエネルギー  
    中岡  章 氏 （工学博士 エコット政策研究センター代表 法政大学デザイン工学部 
                        「環境とエネルギー」講師） 
○詳細・申込み方法                                                            
 講演会の詳細、申込方法については、以下のＵＲＬでご確認ください。 
 http://web.apollon.nta.co.jp/energy-mix-info/ 
 

 経済産業省では、日本におけるエネルギーの現状や将来の姿について、さまざま
な地域の住民の方々を対象に、化石エネルギーや再生可能エネルギー、原子力
等のエネルギーミックスに対して、ご理解を深めていただくため講演会を開催します。 

＜担当：総合エネルギー広報室＞ 

～６月から９月は夏季の省エネキャンぺーン！～ 

詳細については、次のＵＲＬからご参照ください。◆平成２８年度 「夏季の省エネルギー対策」を決定しました  http://www.hkd.meti.go.jp/hokpw/summer16/index.htm 

夏季の省エネルギー対策（６～９月）を促進するため、平成２８年度の「夏季の省エネルギー対策について」が、５月３１日に決定しました。 
本対策は、省エネルギーに関する国民運動の展開、産業界等への周知・協力要請及び政府自らの取組について定めたものです。 
つきましては、無理のない範囲で省エネルギー対策の実践についてご理解とご協力をお願いいたします。 

   一般財団法人省エネルギーセンターでは、工場やビルを対象として専門家が現地
を訪問し、燃料や熱などのエネルギー利用や節電などの省エネ行動をサポートする
「無料診断」や省エネルギーや節電をテーマとする説明会に講師を派遣する「無料講
師派遣」を実施しております。 

◆無料省エネ診断の対象 
 ・中小企業 
 ・年間エネルギー使用量（原油換算値）が、100kL以上、 
  1,500kL未満の工場・ビル等の施設 
◆無料節電診断の対象 
 ・契約電力50kW以上の高圧電力または特別高圧電力契約者の工場・ビル等の施設 

専門スタッフが工場・ 
ビルを訪問し、診断を 
実施（１日） 

設備投資計画や運用 
方法の見直しを提案 
（診断報告書の提出） 

診断報告書の説明等 

診  断 改善提案 アフター 
フォロー 

◆無料講師派遣の対象 
 ・自治体や団体、教育機関等が開催する省エネ・節電説明会に、講師を無料で派遣 
【お問い合わせ】 
 （一財）省エネルギーセンター北海道支部 ＴＥＬ：０１１－２７１－４０２８ 
 詳細は、以下の（一財）省エネルギーセンターURLをご覧ください。  
 http://www.shoene-portal.jp/ ＜担当：エネルギー対策課＞ 
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環境・エネルギー 

北海道での環境やエネルギーの取り組みや国等の施策を活用した 
事業の活動状況とその後などをご紹介しています。 

エネルギーに関する実験セットの貸出し事例 

１．日 時 ： 平成２８年８月２３日（火）～２５日（木） 
       １０：３０～１７：１５（２５日は、１５：００まで） 
２．場 所 ：イトーヨカ堂アリオ札幌店（１階） 
        ハーベストコート 
３．主 催 ： 北海道、(株)イトーヨーカ堂 
４．概 要 ：  
   北海道庁と(株)イトーヨーカ堂が主催して、省エ 
  ネルギーの促進と 新エネルギーの開発･導入を 
  図ることを目的に開催しました。省エネ・新エネに 
  関するパネルや当局の実験セットの展示等を行 
  い、３日間で、約１９０名の来場者がありました。 
 

１．日 時 ： 平成２８年７月３０日（土）～３１日（日）１０：００～１５：３０ 
２．場 所 ： アクセスサッポロ 
３．主 催 ：札幌地区の全トヨタディーラ 
  ブース出展：北海道 
４．概 要 ： 
   札幌地区の全トヨタディーラが主催した車の展 
  示会に、北海道庁がエコアンドセーフティドライブ 
  への理解を深めて頂くため、ドライブシュミレー 
  ターや当局の実験セット等を活用しブース出展を 
  行いました。 

   エネルギーに関する実験セットの貸出し方法、条件等の詳細は、下記ＵＲＬ 
  をご覧ください。  
 http://www.hkd.meti.go.jp/hokns/lend/index.htm 
       

＜担当：総合エネルギー広報室＞ ＜担当：資源・燃料課＞ 

災害時でも、燃料の安定供給を目指して！ 
～災害時燃料供給訓練を実施～ 

【東日本大震災の教訓】 
 製油所、油槽所の被災や停電により、石油製品の製造・出荷がストップ。 
 鉄道、道路が被災・寸断により流通網がマヒ。 
 ガソリンスタンドの在庫切れにより、大きな混乱を来す。 

【災害時の想定】 
 道東の油槽所が地震・津波により被害を受け、石油製品の出荷が不可。 
 燃料不足にともない、民間ローリーのみでは補給が困難。 
 
燃料不足により・・・  
・自動車が動かない。・ 医療行為に支障。・ 救助活動に支障。等々           国民生活に混乱を来す可能性大！  

ガソリンスタンドの様子 

【訓練の結果】 
 陸上自衛隊の献身的な活躍により、遠方
からでも迅速に燃料を調達できることが確
認できました。 
 今後も緊張感を持って、いついかなる時
も燃料が安定供給できるように備えます！ 

 震災時の教訓を生かし、国民生活を守る
ために、陸上自衛隊北部方面隊と連携して、
燃料供給訓練を実施！ 
 
実施期間：8月30日（火）～9月1日（木） 

稚内 

釧路 

 そのような事態を避けるために、高い機
動力を誇る自衛隊車両により、稚内の油槽
所から釧路のガソリンスタンドまで、燃料
輸送を実証。 

 
①一般市民向けの燃料確保 
②人命救助を行う自衛隊向けの燃料確保 

稚内の油槽所から釧路へGO！ 
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